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図表2 国内生産額に占める輸出の割合＜2008年＞図表1 愛知県・三重県と全国の実質経済成長率比較＜前年比＞

図表3 県内総生産に占める5業種（化学・一般機械・電気機械・輸送機械・精密機械）のシェア＜2007年度＞

（資料） 経済産業省「産業構造ビジョン2010」、中部経済産業局「クルマの未来と
　　　 すそ野の広がりを考える懇談会報告書」などをもとに三重銀総研作成 （資料） 高度部材イノベーションセンター（ＡＭＩＣ）資料などをもとに三重銀総研作成

図表4 「次世代自動車クラスターネットワーク」の概要 図表5 高度部材イノベーションセンター（ＡＭＩＣ）を中核とした
全固体ポリマーリチウム二次電池の開発動向

（資料） 三重県「平成２０年度県民経済計算速報（早期推計）」、愛知県「平成２０年度
　　　 あいちの県民経済計算早期推計結果」、内閣府「四半期別ＧＤＰ速報」

（資料） 内閣府「県民経済計算」

（単位：百万円、％）

（単位：百万円、％）

（資料） 経済産業省「平成２０年（２００８年）簡易延長産業連関表」
（ 注 ） 同省発表の「取引額表（５０部門・時価評価表）」を当社にて一部再計算。例えば、
　　　 電気機械は、取引額表の２２民生用電子・電気機器～２７その他の電気機器を合算。
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先進的画像
処理技術等

電池技術等

＜活動内容＞
１．地域中小企業のイノベーション推進
将来のＥＶ化、ＩＴ化に対応し、大学等を
拠点に、全国のすそ野産業向けに、
ニーズ情報の発信（セミナー等）、マッ
チング機会の提供、人材育成等を実施。

２．地域実証モデル事業
日本型自動車活用スマートグリッド
構想を推進し、全国発信するととも
に、全国各地のモデル事業を情報収
集・評価面から支援。

３．国際フォーラムの開催

中部地域
次世代自動車を巡る、ニーズ･シーズの
マッチング、人材育成の機会を提供
・軽量化材料産業
・パワエレ・組込みソフト等電装部品産業
・ＩＴＳ等関連サービス産業

グリーンビークル材料研究開発拠点グリーンビークル材料研究開発拠点
【名古屋大学】（２０１０年度末に竣工予定）【名古屋大学】（２０１０年度末に竣工予定）
グリーンビークル材料研究開発拠点

【名古屋大学】（2010年度末に竣工予定）

創エネ

◎二次電池
◎バイオ材料・燃料
◎自然エネルギー
◎燃料電池 等

安全性

◎障害者・高齢者
　受容システム
◎生体センサー
◎人物認証 等

環境調和
◎高性能フィルター
◎燃焼機構
◎クラスター触媒 等

◎超硬鋼板
◎マグネシウム合金
◎リサイクル技術
◎希少金属 等

省エネ・
省資源

文部科学省「地域イノベーションクラスタープログラム（都市エリア型）」関連事業
産・学・官の連携のもと、常温域で作動可能な折り曲げ可能の全固体ポリマー
リチウム二次電池の試作に世界で初めて成功（2010年２月）

中核機関：ＡＭＩＣ（四日市市の
コンビナートエリアに２００８年３月開所）

キンセイマテック㈱、
クレハエラストマー㈱、
新神戸電機㈱、凸版印刷㈱、
明成化学工業㈱

豊富な電池研究に関する実績を
持つ県内研究機関との連携

電池材料から加工・応用まで、
高いノウハウを持つ
県外関連企業との連携

三重県工業研究所

● 

電解液のポリマー化で安全性が向上

薄くて折り曲げることが可能

大面積化、積層化などが容易

三重大学
次世代型電池開発センター

鈴鹿高専

産

官

学

大学等と企業の仲立ち的な
研究開発を推進（三重県工業
研究所のサテライト拠点と
しても機能）

ネ ギ
池 等

フィルター 省 ネ

東北自動車
クラスター

中国自動車
クラスター

20 21

○愛知・三重両県における近年の実質経済成長率の推移を全国と比較すると（図表1）、総じて、景気
回復局面では全国と比べて成長率が高くなり、景気後退局面では低くなる、という特徴が読み取れま
す。それでは、こうした背景としてどのような要因が考えられるでしょうか。

○そもそも、わが国では最近、経済の海外需要に対する依存度が上昇し、輸出による景気への影響が
大きくなっています。そこで、業種別に外需依存度をみる指標として、経済産業省「簡易延長産業連関
表」より、2008年の国内生産額に占める輸出の割合を算出すると（図表2）、電気機械、精密機械、輸
送機械、一般機械、化学が、外需依存度の高い上位5業種となっています。

○さらに、内閣府「県民経済計算」より、これら5業種が県内総生産に占めるシェアをランキングすると（図
表3）、2007年度は、三重県が27.6％で1位、愛知県が24.2％で2位となっています。このことから、愛知･
三重両県では、製造業のなかでもとりわけ外需依存度の高い業種が集積し、経済全体に占めるシェ
アが高いことから、外需の動向が主要業種の生産活動を左右するとみられ、2008年度も、リーマン・
ショック（2008年9月）に端を発する外需の落ち込みが、両県の成長率を大きく下振れさせる要因になっ
たと考えられます。
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1. 愛知県・三重県の成長率の推移と、その背景にある製造業の特徴

○したがって、愛知・三重両県では、これら製造業の各業種がイノベーションを通じて「他地域ではつくれ
ない製品」を生み出し、産業の優位性を維持・向上するとともに、国内外の幅広いエリアで新しい需要
を発掘し、短期的な不況にも負けない体質を身につけることが重要です。

○この点について、経済産業省の「産業構造ビジョン2010」をみると、地域産業の強化に向けた先進事
例として、①愛知県を中心とした中部地域の「次世代自動車クラスターネットワーク」、②三重県の「高
度部材イノベーションセンター（ＡＭＩＣ）」、の2つが示されています（図表4・5）。

○次世代自動車クラスターネットワークについては、その中核として、名古屋大学に「グリーンビークル材料
研究開発拠点」が設置される予定で、需要拡大が期待される次世代自動車に関する知見を融合す
る一大拠点となることが期待されます。一方、四日市市に開所したＡＭＩＣでは、コンビナート企業や研
究機関などが集結し、高度な機能性素材にかかる研究開発が行われており、折り曲げ可能なポリ
マーリチウム二次電池の試作に世界で初めて成功するなどの成果も出ています。

○両県では、こうした事例を足掛かりとして、ものづくり産業の「付加価値」を引き上げることが、経済の安
定的・持続的な成長に向けたカギになると見込まれます。

2．イノベーションを通じた地域の製造業の優位性向上に向けて

愛知・三重の製造業の状況と優位性向上に向けた取り組み

渡辺 洋介
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